　別　紙
大館市カーボン・マネジメント調査事業仕様書
（地方公共団体カーボン・マネジメント強化事業）

１　業務の目的
現行のエコ・プラン２１では二酸化炭素排出量の削減目標を2020年度までに2010年度を基準として11％としており、政府の地球温暖化対策計画と異なり目標値も低い。本事業では本計画の対象範囲を市立病院を除くすべての公共施設に拡大し、2013年度の温室効果ガス総排出量を把握するとともに、2030年度における削減率40％を目指した事務事業編に改定するため、現状の温室効果ガス総排出量等を調査・分析し、排出量削減のための設備更新を含めた具体的な省エネルギー対策計画を作成すること。また、すでにISO14001環境マネジメントシステムを導入した体制を構築しているが、新たに高い削減目標を掲げて取り組むための運用を見直すことを目的とする。

２　事業の名称
　　　大館市カーボン・マネジメント調査事業

３　業務内容
　　（１）エネルギー使用量及び温室効果ガス排出量の把握・分析
　　　　改定後のエコ・プラン２１の対象施設におけるエネルギー使用量を調査
[bookmark: _GoBack]し、基準年となる2013年度のエネルギー起源別の温室効果ガス排出量を整理・分析する。
　　（２）調査対象施設等に対する省エネ対策の検討
　　　　調査対象施設等の設備改修や運用の改善などの省エネ対策を検討する。
　　　　また、再生可能エネルギーの導入や、数施設が隣接する施設群において
　　　は効果的なエネルギー共有の可能性も検討する。
　　（３）対象全施設の省エネルギー対策計画の作成
　　　　調査対象施設での設備の更新や機器の効率改善、エネルギー区分の変換、
運用方法の見直しなど、多面的な組み合わせによる省エネ対策を全施設に
水平展開し、「大館市公共施設等総合管理計画」と連動した省エネルギー対
策計画を作成する。
　　（４）温室効果ガス排出量削減の期待値の算出
　　　　省エネルギー対策計画の実施による削減期待値を算出する。
　　（５）エコ・プラン２１改定サポート
　　　　上記で把握した課題や達成手段等、マネジメント体制の構築を検討し、
エコ・プラン２１の改定の支援をする。
　　
４　成果品
（１）省エネルギー対策計画
（２）エコ・プラン２１改定に係る支援策
（３）業務報告書
（４）その他の関連資料
（５）上記の電子データ

５　その他
　　　　　本業務は環境省「平成３０年度二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金」の趣旨を踏まえ実施すること。
